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認知症大綱に対する意見等

 これまで薬局薬剤師の認知症対応力向上研修受講者数の目標数値は４万
人とされ（平成29年）、その達成に向け積極的に取り組んできたところであ
る。今般、その目標が６万人に引き上げられた。

 既に多くの薬局薬剤師が同研修を受講しているが、地域還元等の活動をよ
り充実させるためには、フォローアップ研修、情報提供、継続的なつながり
の構築（行政、修了者同士、他職種）の必要性を感じている薬剤師が多い。

※平成30年度老健事業 歯科医師・薬剤師・看護職員向け認知症対応力向上研修の評価方法と受講後の実態に関する調査研究事業報告書より

 薬剤師は、調剤時、在宅訪問時はもとより、一般用医薬品の販売や薬にま
つわる相談等を通して、本人や家族からの聞き取り等から得られた情報に
より、認知症の早期発見の機会を捉えている。

 地域住民が薬局薬剤師とかかりつけの関係を持つことで、普段から状況を
把握でき、状態変化にいち早く気付き、早期発見や適切なつなぎを行うこと
ができる。

 かかりつけ薬剤師・薬局を活用してもらうことで、服薬状況の一元的・継続
的な把握が可能となり、医師をはじめとした他職種（訪問看護師、ケアマネ
ジャー等）と情報を共有し、患者をサポートしていく体制が重要である。
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健康サポート薬局に係る研修を修了し、一定の実務経験を有する薬剤師の常駐

健康サポート薬局の概要
健康サポート薬局とは、

○ かかりつけ薬剤師・薬局の基本的な機能を有し、
○ 地域住民による主体的な健康の維持・増進を積極的に支援する薬局

【「積極的な支援」とは】
① 医薬品や健康食品等の安全かつ適正な使用に関する助言

② 地域住民の身近な存在として健康の維持・増進に関する相談を幅広く受け付け、適切な専門職種や関係機関に紹介
③ 率先して地域住民の健康サポートを実施し、地域の薬局への情報発信、取組支援も実施

地域包括ケアシステムにおける地域住民の身近な健康づくりの相談相手

服薬情報の一元的・継続的把握
・かかりつけ薬剤師選択のための業務運営体制

・服薬情報の一元的・継続的把握の取組と薬剤服用歴
への記載
・懇切丁寧な服薬指導及び副作用等のフォローアップ
・お薬手帳の活用
・かかりつけ薬剤師・薬局の普及

かかりつけ薬剤師
･薬局の基本的機能

健康サポートを実施する上での地域における
連携体制の構築

・ 受診勧奨
・ 連携機関の紹介
・ 地域における連携体制の構築とリストの作成
・ 連携機関に対する紹介文書
・ 関連団体等との連携及び協力

健康サポートの取組
・ 健康の保持増進に関する相談対応と記録

の作成
・ 健康サポートに関する具体的な取組の実施
・ 健康サポートに関する取組の周知
・ 健康の保持増進に関するポスター掲示、

パンフレット配布

要指導医薬品等、介護用品等の取扱い
・ 要指導医薬品等の取扱い
・ 専門的知識に基づく説明

薬局の設備
・個人情報に配慮したパーテーション等の相談窓口の設置

健康サポート薬局であることの薬局の
外側と内側における表示

開局時間
・薬局として平日連続した開局。土日を含めた開局

積極的な
健康サポート機能

24時間対応・在宅対応
・24時間対応
・在宅患者の薬学的管理及び指導の実績

医療機関等との連携
・疑義照会等
・受診勧奨
・医師以外の多職種との連携


